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一般に自己同型群を持つ Riemann面の研究ではその方程式が有効に用いられる。こ

れに対して、本論文では方程式を用いずに自己同型群を持つ Riemann面を調べる方法
について考える。 具体的には \S 1 で与える Fuchs群が定める Riemann面の周期行列を
決定する。 このため \S 2 では、 この Fuchs群が定める Riemann面の標準ホモロジー基
底を構成し、 さらにこの Riemann面が許す自己同型群のホモロジー群への作用を決定
する。そして \S 3 では、 \S 2 で決定したホモロジー群への作用で不変な行列を求める
ことにより、 周期行列を決定する。

\S 1. Fuchs群の構成

$g$を 2以上の整数とする。単位円板 $U$内に点 $z= \sqrt{\frac{\sqrt{2}\sin\frac{g-3}{4(g+1)}\pi+1}{\sqrt{2}\sin\frac{g+5}{4(g+1)}\pi+1}}\mathrm{x}e\frac{\pi\sqrt{-1}}{g+1}$ をとり、

$w=|z|$ とおく。 このとき、 原点 $\mathit{0}$ と $w_{\text{、}}z$ を頂点に持つ双曲三角形は内角 $\pi/(g+1)$ 、

$\pi/4\text{、}\pi/4$を持つ二等辺三角形となる。 また、$\mathit{0}\backslash z\text{、}we^{2\pi\sqrt{-1}/(g+1)}$ も内角 $\pi/(g+1)_{\text{、}}$ \pi l4、

$\pi/4$を持つ二等辺三角形となる。

四角形 $Owzwe^{2\pi\sqrt{-1}l(g+1)}$ を辺 $wz_{\text{、}}zwe^{2\pi\sqrt{-1}/(g+1)}$の中点 $P_{1^{\text{、}}}P_{2}$および頂点 $z$ を固定する
$\mathrm{A}\mathrm{u}\mathrm{t}(U)$の位数 2 の元で写像し、 さらにそれらの図形を原点を固定する Aut(U)の位数

$g+$助元により繰り返し写像することにより、最初に定めた二等辺三角形の 8(g+l)個
のコピーからなる図形ができる。 この図形を変形して凸 $5(g+1)$角形を作る (図 2 は
$g=4$の場合の図) 。
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図 1
この $5(g+1)$角形の辺に図 2 の要領で名前

1’ , $1”$ , 2, 3, 4, 5, $6’$ , $6”$ , 7, 8, 9, 10, $\ldots\ldots,$
$(5\mathrm{g}+1)’$ , $(5\mathrm{g}+1)’’$ ,

$5\mathrm{g}+2,5\mathrm{g}+3,5\mathrm{g}+4,5\mathrm{g}+5$ をつけ (ただし、$(5i+1)’\cup(5i+1)’’(i=0,\ldots,g)$ は 1 本の線
分となる)、次のように辺の対応を与える :

$(5i-4)’-5i$ $(i=1,2,\ldots,g+1)$

$(5i-4)”-(5i-8)$ $(i=1,2,\ldots,g+1)$

$(5i-2)-(5i+4)$ $(i=1,2,\ldots,g+1)$

ただし、 辺の名前が $5\mathrm{g}+5$より大きい、 あるいは 1 より小さい場合には $\mathrm{m}\mathrm{o}\mathrm{d} (5g+5)$

で考える。

このとき、$5(g+1)$角形の対応する辺を同一視する 1 次変換全体は $\mathrm{P}\mathrm{o}\mathrm{i}\mathrm{n}\mathrm{c}\mathrm{a}\mathrm{r}\mathrm{e}^{l}$の定理から

Fuchs群 $\Gamma$を生成することがわかる。そして $5(g+1)$角形の双曲的面積から $U/\Gamma$は種数 $g$

の compact Riemann面となることがわかる。

命題 1 原点を固定する Aut(U)の位数 $g+$助元 (i.e. $2\pi/(g+1)$回転) を $\tilde{b}_{0}$

、 図 1 の点

$P_{1^{\text{、}}}P_{2}$を固定する Aut(U)の位数 2 の元を $\tilde{b}_{1^{\text{、}}}\tilde{b}_{2}$ とする。 $5(g+1)$角形の頂点 (5g+5)+(図 2
では頂点 $25_{+}$ 、頂点の名前については \S 2 参照) を固定する位数 $2(g+1)$ の元

(i.e. $\pi/(g\dagger 1)$回転) を $\tilde{b}_{3}$ とする。 このとき、$\overline{b}_{0^{\text{、}}}\tilde{b}_{1^{\text{、}}}\overline{b}_{2^{\text{、}}}\tilde{b}_{3}$ は $\mathrm{A}\mathrm{u}\mathrm{t}(^{U}/\Gamma)$ の元 $b_{0}$ 、
$b_{1^{\text{、}}}b_{2^{\text{、}}}b_{3}$を

定める。そして

$\langle b_{0},b_{1},b_{2},b_{3}\rangle\cong\langle b_{3},b_{3}b_{2}|b_{3}^{2(g+1)}=(b_{3}b_{2})^{4}=(b_{3}\mathrm{x}b_{3}b_{\underline{9}})^{2}=(b_{3}^{-1}\mathrm{x}b_{3}b_{-},)^{\underline{?}}=1\rangle\cong(2(g+1),4|2,2)$

が成り立つ。
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注意 $(2(g+1),4|2,2)$は位数 $8(g+1)$の非可換群である。 また、 位数 2 の白己同型写像

$b_{\mathit{0}}b_{1}b_{2}$ が不動点を 2g+2個持つので $U/\Gamma$は超楕円的。

12. 準備
記号 $5(g+1)$角形の辺を構成する線分 $i$の端点で線分 $i+1$の端点でもあるものを $i_{+}$ 、線

分 $i-1$の端点でもあるものを $i_{-}$で表す。従って、$(i\dagger 1)_{-}=i_{+}$が成り立つ。

命題 2 $\Gamma$によって

(1) $3_{+},$ $8_{+}$ , $13_{+},$ $\ldots,(5g+3)_{+}$の g+l個の頂点は同一視される、
(2) $5_{+},$ $10_{+}$ , $15_{+},$ $\ldots,(5g+5)_{+}$の g+l個の頂点は同一視される、
(3) $1_{+}’’,$ $6_{+}’’,$ $11_{+}’’$ , $16_{+}’’,$ $\ldots$ , $(5\mathrm{g}+1)_{+}’’$の g+l個の頂点は同一視される、
(4) $(5i-4)_{+}’,$ $(5i-1)_{+},$ $(5i-8)_{+}$の 3個の頂点は同一視される $(i=1,2,\ldots,g+1)$ 。

(\S 1 で定めた辺の対応により $(5i-4)_{-}’$ と $(5i)_{+}$ 、 $(5i-4)_{+}’$ と $(5i)_{-}$ 、 $(5i-4)_{-}’’$ と $(5i-8)_{+}$ 、

$(5i-4)_{+}’’$ と $(5i-8)_{-}$ 、 $(5i-2)_{-}$ と $(5i+4)_{+}\text{、}(5i-2)_{+}$ と (5i+4)-が同一視されることからわ
かる。)

命題 3 $U/\Gamma$上の閉曲線 $\kappa_{1},\ldots,\kappa_{2g}$を次のように定める。

$\kappa_{2i-1}$ を $U$内の始点が $(5i-4)_{+}’$、終点が $(5i-1)_{+}$の双曲的線分が定める閉曲線、$\kappa_{2i}$ を $U$内

の始点が $(5i-4)_{+}’’$、終点が $(5g+1)_{+}’’$の双曲的線分が定める閉曲線とする (i=l,...lg)。

(図 3参照) このとき、$\kappa_{1},\ldots,\kappa_{2g}$は $U/\Gamma$の標準ホモロジー基底となる。

$\mathrm{f}\underline{\mathrm{f}\mathrm{i}\text{題}4}$

$b_{0}$ 、 $b_{1}$ 、 $b_{2}$ 、
$b_{3}$ を命題 1 で定めた $U/\Gamma$上の白己同型写像、$\kappa_{1’}\ldots,\kappa_{2g}$ を命題 3で定め

た $U/\Gamma$の標準ホモロジー基底とする。このとき、$b_{0}$
、

$b_{1}$
、 $b_{0}b_{1}b_{2}$ 、 $b_{3}$は $\kappa_{1},\ldots,\kappa_{2g}$に次のよう

に作用する :
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$b_{0}\{\begin{array}{l}\kappa_{1}\kappa_{3}\vdots\kappa_{2g- 3}\kappa_{\sim g- 1}\kappa_{2}\kappa_{4}\vdots\kappa_{2g-}\underline{,}\kappa_{-S}\end{array}\}=[$

010
0 0 1..
000..

$\cdot$ ..
.$\cdot$. .$\cdot$. .$\cdot$. ... $\cdot$ ..
0000
-1 -1 -1 -1
0

..$\cdot$

.$\cdot$.

0

$-\cdot.\cdot.\cdot.\cdot...\cdot.10001$

$-\cdot..\cdot..\cdot.\cdot...1-100$

$01.\cdot.\cdot.\cdot$ $00.\cdot.\cdot.\cdot$

$.1$

. $\cdot..\cdot.\cdot.\cdot$

.

$0^{\cdot}.\cdot.\cdot.\cdot.\cdot|^{\kappa_{2}}10\kappa.\cdot.s_{2}.\cdot.\cdot.\cdot..\cdot-3]_{\text{、}}0000\kappa_{2g-2}\kappa_{2g-1}\kappa_{2g}\kappa_{4}\kappa\kappa 31$

-1 0 1 0

0 -1 0 0

$b_{1}\{$ $\kappa_{\sim g-1}\kappa_{2g}\kappa_{\sim}’\kappa_{1}^{\backslash }...\cdot..’,$ $=[$

. $\cdot$

.

-1
0
.$\cdot$.

0

-1 0
.$\cdot$.
0

0
.$\cdot$. . $\cdot$

.

0 -1

$b_{0}b_{1}b_{2}\{$

$\kappa_{1}..\cdot$

$\kappa_{2g-1}$

$\kappa_{2}..\cdot$

$\kappa_{2\mathrm{g}}$

’

$=\{$

-1 ...
-1

-1 ...
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$b_{3}^{-1}(\begin{array}{l}\kappa_{1}\kappa_{3}\vdots\kappa_{2g- 3}\kappa_{\sim g- 1}\kappa\underline{,}\kappa_{4}\vdots\kappa_{2g- 2}\kappa_{2g}\end{array})=($

0 $\ldots$ $\ldots$ 0

.$\cdot$. .$\cdot$
...$\cdot$ .$\cdot$.

0 $\ldots$ $\ldots$ 0
1 0 $\ldots$ $\ldots$ 0

1
.$\cdot$. ... $\cdot$ .. ..$\cdot$

.$\cdot$. ... .$\cdot$.

10
1... ... 1

$-.\cdot.\cdot.\cdot..\cdot.\cdot.10000$

$-11$

$.\cdot-.\cdot 101.\cdot$

$.\cdot..\cdot\cdot.\cdot$ $.00.$

.

$-.\cdot..\cdot.\cdot.\cdot 1[0\kappa_{-S}\kappa_{2}00001\kappa_{2g-2}\kappa_{2g-3)}\kappa_{2g-1}\kappa_{4}\kappa\kappa.,\cdot.\cdot.\cdot.\cdot.\cdot.\cdot 31$

.

上の 2g次正方行列は $g$次 symplectic群の元であり、 それぞれ $M(b_{0})_{\text{、}}M(b_{1})_{\text{、}}$ M(b0blb2)、

$M(b_{3}^{-1})$ と表す。

\S 3. 周期行列の決定

この \S では付録の事実 1 および 2 を利用して $U/\Gamma$の周期行列を決定する。

$\underline{\text{定}\mathrm{g}}$ compact Riemann面 $U/\Gamma$の周期行列は (symplectic群の作用を除き) 次の形とな

る:

$\{\begin{array}{lll}p_{11} p_{1g}\vdots \ddots \vdots p_{g1} p_{gg}\end{array}\}$

ただし、$p_{\ovalbox{\tt\small REJECT}}$ は次の関係式により定まる。

(I) $p_{ij}=p_{ji}$ $(1 \leq i,j\leq g)$ ,

(II) $p_{1i+1}= \frac{1}{g+1}\{\frac{1+\zeta_{2(g+1)}}{1-\zeta_{2(g+1\}}}+\frac{1+\zeta_{2(g+1)}^{2i+1}}{1-\zeta_{2(g+1)}^{2i+1}}\}$ $(0 \leq i\leq[\frac{g+1}{2}])$ ,

(III) pi+lj+l-p。$=p_{1i+1}+p_{1j+1}-p_{11}$ $(1\leq i,j\leq g-1)$ ,

(IV) $p_{1g-i+1}=p_{11}-p_{1i+1}$ $(1 \leq i\leq[\frac{g+1}{2}])$ .
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注意 上記の周期行列は $[5,\mathrm{T}\mathrm{h}\mathrm{e}\mathrm{o}\mathrm{r}\mathrm{e}\mathrm{m}2]$ の周期行列と同一である。

証明 付録の事実 1 より、$U/\Gamma$ の周期行列 $\Pi=(p_{ij})_{1\leq i,j\leq g}$ は命題 4 の $M(b_{0})$ 、 $M(b_{1})$ 、

M(b0blb2)、$M(b_{3}^{-1})$の作用により不変である。まず、垣が $M(b_{0})$の作用によって不変であ

るための条件を求める。

$M(b_{0})=(\begin{array}{ll}\delta \gamma\sqrt \alpha\end{array})$ とおくと、\beta =\gamma =0、

$\alpha=\{\begin{array}{lllll} \end{array}\},\delta=\{\begin{array}{llll}0\mathrm{l} 0 000 1 \ddots \vdots\vdots\vdots \ddots \ddots 000 0 \mathrm{l}-\mathrm{l}-\mathrm{l} -\mathrm{l}\end{array}\}$

となる。 このとき、$\alpha\Pi+\beta=\Pi(\psi \mathrm{I}+\delta)$が成り立つことは

(1) $-p_{11}+p_{i+11}=-p_{ig}$ $(1\leq i\leq g-1)$ 、

(2) $-p_{1j}+p_{i+1j}=p_{ij-1}-p_{jg}$ $(1\leq i\leq g-1,2\leq j\leq g)$ 、

(3) $p_{11}=p_{gg}$ 、

(4) $-p_{1j}=p_{gj-1}-p_{gg}$ $(2\leq j\leq g)$

が成り立つことと同値であることがわかる。�は対称行列なので、(4)式は (1)、(3)式か

ら得られる。 (2)式に $j=k+1$を代入した式と (1)式から

(2) $|p_{i+1k+1}-p_{ik}=p_{1i+1}+p_{1k+1}-p_{11}$ $(1\leq i,k\leq g-1)$

が得られる。そして、(2)’ 式から

(5) $p_{i+1k+1}-p_{1k-i+1}= \sum_{l=2}^{i+1}p_{1l}+,\sum_{n=2}^{i+1}p_{1k-i+m}-ip_{11}$ $(1\leq i\leq k\leq g-1)$

が得られる。 さらに、(5)式および (1)式を用いることにより

(6) $p_{1g-i+1}=p_{11}-p_{1i+1}$ $(1\leq i\leq g-1)$

が得られる。以上から

$\alpha\Pi+\beta=\Pi(ffi+\delta)$ $\Leftrightarrow$ (1)、(2)[、(3) $(6)$

がわかる。(5)式に $k=g-1$を代入した式と (6)式より

(7) $p_{i+\iota_{g}}-p_{1_{l^{-}}i}= \sum_{l=2}^{i+1}p_{1l}+,\sum_{n=2}^{i+1}p_{1g+\prime}-1-in-ip_{11}=,\sum_{=2}^{i+1}p_{\mathrm{I}l}+,\sum_{n=2}^{i+1}(p_{11}-p_{1i-m+3})-ip_{11}=0$
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が得られる。(7)式に $i=g-1$ を代入すると (3)式が得られる。 以下、(7)式において

$1\leq i\leq g-2$ とする。(7)式に (6)式を代入すること (こより、

$p_{i+1g}=p_{1g-i}=p_{11}-p_{1i+2}$ $(1\leq i\leq g-2)$

さらに、(6)式に $i=1$を代入すると

$p_{1g}=p_{11}-p_{12}$

が得られるので、(6)式および (7)式から (1)式が得られることがわかった。 したがって、

$\alpha\Pi+\beta=\Pi(ffi+\delta)$ $\Leftrightarrow$ (2)1、(6)

がわかった。

同様の考察により、�が $M(b_{0})_{\text{、}}M(b_{1})_{\text{、}}M(b_{0}b_{1}b_{2})$の作用によって不変であるための

必要十分条件は (2) (6)式、 すなわち $(\mathrm{I}\mathrm{I}\mathrm{I})_{\text{、}}(\mathrm{I}\mathrm{V})$式が成立することであることがわかる。

次に、 付録の事実 2 を用いて $\text{、}$ $p_{1i+1}$を決定する。事実 2 の $\sigma$ として、$(b_{3}^{-1})^{2m+1}$をとる。

$M=M(b_{3}^{-1})=(\begin{array}{ll}0 \gamma\sqrt 0\end{array})$とおき、 $M^{k}=(\begin{array}{ll}\delta_{k} \gamma_{k}\beta_{k} \alpha_{k}\end{array})$ とおく。 このとき、 $\mathrm{t}\mathrm{r}(\delta_{2m+1}+\gamma_{2m+1}\Pi)$

$(0\leq m\leq g-1)$を求める。 $\gamma_{2m+1}=(\gamma\delta)^{\prime n}\gamma_{\text{、}}$ $\delta_{?_{m+1},\sim}=0$なので、 簡単な計算により

$(^{*})\{\mathrm{t}\mathrm{r}(\delta_{2m+1}+\gamma_{2m+1}\Pi)=\mathrm{t}\mathrm{r}((\gamma\delta)^{m})\mathrm{t}\mathrm{r}(\delta+ffi)\mathrm{t}\mathrm{r}()-\frac{g+\mathrm{l}}{2}p_{11}\prod_{=})=\frac{g+1}{\Pi)=2}(p_{11}-2p_{1\prime\prime+1},)(\mathrm{l}\leq m\leq g-1)$

が得られる。一方 $\text{、}$

$b_{3}$の不動点における回転角が $\zeta_{2(g+1)^{\text{、}}}$ $\zeta_{2(g+1)^{\text{、}}}$ \mbox{\boldmath $\zeta$}\tilde ’2(\iota g\acute +。であることか
ら、

$(^{**})\mathrm{t}\mathrm{r}(’\rho(b_{3}^{-1})^{-1})=\mathrm{t}\mathrm{r}(\{$

$\zeta_{2(g+1)}^{1}$

$\zeta_{2(g+1)}^{2}$ ...
$\zeta_{2(g+1)}^{g-1}$

$\zeta_{2(g+1)}^{g}$

,

-1

$)=- \frac{1+\zeta_{2(g+1)}}{1-\zeta_{2(g+1)}}$

$\underline{2\pi\sqrt{-1}}$

が得られる、ただし、$\zeta_{2(g+1)}=e_{\text{。}^{}2(g+1)}$
$(^{*})_{\text{、}}$ (**)式から (II)式が得られる。 証明終
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付録
$X$ を種数 $g(\geq 1)$の compact Riemann面とする Q

周期行列 $\{\alpha_{1},\ldots,\alpha_{g},\beta_{1},\ldots,\beta_{g}\}$ を $\alpha_{i}\mathrm{x}\alpha_{j}=\beta_{i}\mathrm{x}\beta_{j}=0_{\text{、}}\alpha_{i}\mathrm{x}\beta_{j}=\delta_{ij}$を満たす $X$の標準ホ

モロジー基底とする。 さらに、$\{\mathit{0}\mathrm{J}_{1},\ldots,aJ_{g}\}$ を $X$上の正則 1 次微分の基底で $\int_{a_{i}}a$)$=\delta_{ij}j$を

満たすものとする。 このとき、

$\Pi=\{\begin{array}{lllll}\int_{\beta_{1}} \vdots a)1 \int_{\beta_{1}} \omega_{g} \vdots \vdots\int_{\beta_{S}} \vdots \omega_{1} \int_{\beta_{\mathit{9}}} \omega_{\mathit{9}}\end{array}\}$

を $X$の周期行列と呼ぶ。

事実 0Riemann の周期関係式および周期不等式より�は複素対称行列であり. ${\rm Im}\Pi$

は正定値 (Hermite)行列である。

$H_{g}=$ {$Z|Z$は g次複素対称行列、${\rm Im} Z$は正定値行列}

を g次 Siegel上半空間、

$Sp(g,\mathrm{Z})=\{M\in GL(2g,\mathrm{Z})|MJ’M=J\}$
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ただし、$J\ovalbox{\tt\small REJECT}$ ( $\ovalbox{\tt\small REJECT}$. $\ovalbox{\tt\small REJECT})\backslash$ ’は $g$次単位行列。を g次 symplectic群と呼ぶ、

$X$上の白己同型写像 $\sigma$は

$\sigma\{\begin{array}{l}\alpha_{1}\vdots\alpha_{g}\sqrt 1\vdots\beta_{g}\end{array}\}=M(\sigma\{_{\beta_{1}}^{\alpha_{1}}\alpha_{g]}\beta_{g}.\cdot.\cdot.$

.

を満たす $Sp(g,\mathrm{Z})$の元 $M(\sigma)$を定める. また. $Sp(g,\mathrm{Z})$の元 $M=(\begin{array}{ll}\delta \gamma\sqrt \alpha\end{array})$は $H_{g}$ に次のよう

に作用する ( $\alpha,\beta,\gamma,\delta$は g次正方行列) :

$H_{g}\mathrm{w}$

$arrow$

$H_{g}\mathrm{w}$

$\mathrm{Z}$
$\mathrm{I}arrow$ $(\alpha \mathrm{Z}+\beta)(\beta+\delta)^{-1}$

U� $X$の周期行列�は $H_{g}$の元であり、$M(\sigma)$の上記の作用で不変となる。

表現 $\rho$ Aut(X)の元 $\sigma$は $X$上の正則 1 形式全体の空間 $H^{1}(X)$へ $a$) $\vdash\Rightarrow\omega\circ\sigma^{-1}$

$(\omega\in H^{1}(X.))$によって作用する。 この作用が定める Aut(X)の表現を

$\rho:\mathrm{A}\mathrm{u}\mathrm{t}(X)arrow GL(g,\mathrm{C})$で表す。

$\underline{\text{事実}2}$ tr(tp(\sigma )-l)=tr(\mbox{\boldmath $\delta$}+])が成り立つ、 ただし、 $\sigma\in \mathrm{A}\mathrm{u}\mathrm{t}(X)_{\text{、}}$ M(\sigma )= 。

事実 2 の証明

$\Omega^{\sigma}:=\{$

$\int_{\sigma(\alpha_{!})}.\cdot\omega_{1}$ $\int_{\sigma(\alpha_{!})}..\mathit{0}\mathrm{J}_{g}$

$\int_{\sigma(\alpha_{g}\mathrm{I}}\omega_{1}$ $\int_{\sigma(\alpha_{\mathit{9}})}a)_{g}$

,

$=\{\begin{array}{llll}\int_{\alpha_{1}} \omega_{1}\circ\sigma \int_{a_{\mathrm{l}}} \mathcal{O}J_{g}\circ\sigma \vdots \vdots\int_{\alpha_{\mathit{9}}} \omega_{1}\mathrm{o}\sigma \int_{a_{g}} aJ_{g}\circ\sigma\end{array}\}$
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$=[_{\int_{a_{g}}oJ_{1}}^{\int_{\alpha_{1}}\mathscr{O}_{1}}.\cdot$. $1_{\ovalbox{\tt\small REJECT}’}\rho(\sigma\ovalbox{\tt\small REJECT}^{1}$$\ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT}]\mathrm{x}\rho(\sigma)$

が成り立つ。一方、

$M(\sigma)=(\begin{array}{ll}\delta \gamma\sqrt \alpha\end{array})$ ただし、 $\alpha,\beta,\gamma,\delta$ は g次正方行列

とすると、

$\Omega^{\sigma}=\delta$十担
が成り立っ。 したがって、

${}^{t}p(\sigma)^{-1}=\delta$十担
さらに、 両辺のトレースをとることにより

$\mathrm{t}\mathrm{r}(^{t}\rho(\sigma)^{-1})=\mathrm{t}\mathrm{r}(\delta+ffi)$

が得られる。
証明終
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-F $\backslash \backslash$

$\fbox\cross \text{のよ}\check{D}l_{\grave{\mathrm{J}}}^{}.\underline{\Pi}\iota_{-\mathrm{g}_{\mathrm{R}^{1}\mathrm{J}1’,1’’,\ldots,25\text{をつ}\mathrm{F}\ovalbox{\tt\small REJECT} \text{る_{}0}}^{\mathrm{A}}}^{\mathrm{r}}$

$\underline{\text{の}\pm\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\square }^{\mathrm{A}})}$
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$\kappa_{1},\ldots,\kappa_{8}$を下図の曲線が定める $U/\Gamma$上の閉曲線とする。
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